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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

 

回次
第68期

第２四半期
連結累計期間

第69期
第２四半期
連結累計期間

第68期

会計期間
自　平成25年６月１日
至　平成25年11月30日

自　平成26年６月１日
至　平成26年11月30日

自　平成25年６月１日
至　平成26年５月31日

売上高 (百万円) 8,270 9,616 27,168

経常利益又は
経常損失（△）

(百万円) △1,125 △853 655

四半期純損失（△）
又は当期純利益

(百万円) △1,118 △872 484

四半期包括利益又は
包括利益

(百万円) △1,065 △720 523

純資産額 (百万円) 13,650 14,308 15,184

総資産額 (百万円) 26,817 30,494 32,132

１株当たり四半期
純損失（△）
又は当期純利益

(円) △61.01 △47.60 26.45

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ─ ─ ─

自己資本比率 (％) 50.9 46.9 47.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △6,098 △3,353 △1,190

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 20 △121 △254

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △440 △468 702

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 3,481 5,313 9,257
 

 

回次
第68期

第２四半期
連結会計期間

第69期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成25年９月１日
至 平成25年11月30日

自 平成26年９月１日
至 平成26年11月30日

１株当たり四半期純損失（△） (円) △20.87 △4.18
 

(注)  １  当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

３ 第68期第２四半期連結累計期間及び第69期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純

利益については、１株当たり四半期純損失が計上されており、また、潜在株式がないため記載しておりま

せん。

４ 第68期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証

券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、個人消費や設備投資はこのところ弱い動きがみられ、企業収

益も全体としては足踏みがみられるものの、雇用情勢は改善傾向にあるなど、景気は緩やかな回復基調が続いてい

ると思われます。一方で、消費者マインドの低下や海外景気の下振れなど、引き続きわが国の景気を下押しするリ

スクもあり、依然として不透明な状況で推移しました。

当社グループを取り巻く事業環境は、公共投資は総じて堅調に推移しているものの、公共投資関係費の削減およ

びコスト縮減が行われたことによる企業間競争の激化により、非常に厳しい環境が続きました。

このような状況のもとで当社グループは、成長企業への転換を図るため、上・下水道市場や環境関連分野の民間

市場に対し、ユーザーニーズを的確に捉え、企業集団の連携を強化することにより販売力の強化を推進し、販売活

動を展開してまいりました。その結果、受注高は18,483百万円（前年同期比10.6％増）、売上高は9,616百万円

（前年同期比16.3％増）となりました。

損益につきましては、トータルコストダウンの更なる追求や生産効率の大幅な向上をめざし、低原価体質を基調

とした強固な企業体質の構築を推し進めるべく諸施策を実施した結果、経常損失は853百万円（前年同期1,125百万

円の損失）、四半期純損失は872百万円（前年同期1,118百万円の損失）となりました。

なお、当社グループの事業の特徴として、受注した装置類の納期等が３月末に集中することから、売上および利

益計上が第４四半期に集中する傾向にあります。

 

各セグメントの業績は、次のとおりであります。

　①環境事業

環境事業については、公共投資関係費の削減等による企業間競争の激化により、引き続き厳しい事業環境が続

きましたが、受注高7,841百万円（前年同期比29.9%増）、売上高4,019百万円（前年同期比24.4%増）、セグメン

ト損失568百万円（前年同期707百万円の損失）となりました。

　②バルブ事業

バルブ事業については、公共投資関係費の削減等による企業間競争の激化により、引き続き厳しい事業環境が

続きましたが、受注高5,450百万円（前年同期比5.5%減）、売上高3,971百万円（前年同期比3.2%増）、セグメン

ト損失103百万円（前年同期127百万円の損失）となりました。

　③メンテナンス事業

メンテナンス事業については、公共投資関係費の削減等による企業間競争の激化により、引き続き厳しい事業

環境が続きましたが、受注高5,191百万円（前年同期比5.8%増）、売上高1,625百万円（前年同期比36.7%増）、

セグメント損失156百万円（前年同期254百万円の損失）となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は30,494百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,637百万円減

少しました。主な変動項目としましては、現金及び預金が3,943百万円減少しており、仕掛品が820百万円、受取手

形及び売掛金が496百万円増加しております。

負債合計は16,185百万円となり、前連結会計年度末に比べ762百万円減少しました。主な変動項目としましては、

支払手形及び買掛金が2,605百万円減少しており、前受金が1,615百万円増加しております。

純資産合計は14,308百万円となり、前連結会計年度末に比べ875百万円減少しました。主な変動項目としまして

は、利益剰余金が1,027百万円減少しております。

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ

3,943百万円減少し、5,313百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動によるキャッシュ・フローは、マイナス3,353百万円（前年同期はマイナス6,098百万円）となりまし

た。税金等調整前四半期純損失880百万円を計上したほか、たな卸資産の増加1,066百万円、仕入債務の減少2,669

百万円などの資金減少項目が、前受金の増加1,616百万円などの資金増加項目を上回ったことによります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の売却による収入16百万円などがあったものの、有形固定

資産の取得による支出121百万円などがあり、マイナス121百万円（前年同期はプラス20百万円）となりました。　

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入による収入300百万円などがあったものの、短期借入金の返済

による支出300百万円、社債の償還による支出155百万円などがあり、マイナス468百万円（前年同期はマイナス440

百万円）となりました。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループで事業上および財務上の対処すべき課題に、重要な変更また

は新たに発生した事項はありません。

 

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における研究開発費の総額は、209百万円（消費税等を除く）であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 80,000,000

計 80,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成26年11月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年１月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 21,425,548 21,425,548
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数は100株でありま
す。

計 21,425,548 21,425,548 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成26年９月１日～
平成26年11月30日

─ 21,425,548 ─ 5,233 ─ 4,794
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(6) 【大株主の状況】

平成26年11月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

前澤化成工業株式会社 東京都中央区日本橋本町２丁目７番１号 1,229 5.73

前澤給装工業株式会社 東京都目黒区鷹番２丁目13番５号 1,198 5.59

公益財団法人前澤育英財団 東京都中央区新川１丁目５番17号 1,036 4.83

前澤工業取引先持株会 埼玉県川口市仲町５番11号 974 4.54

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区大手町１丁目５番５号 721 3.36

株式会社大成機工インターナ
ショナル

大阪府大阪市北区梅田１丁目１番３号2700 641 2.99

明治安田生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内２丁目１番１号 459 2.14

前澤工業従業員持株会 埼玉県川口市仲町５番11号 439 2.05

株式会社りそな銀行 大阪府大阪市中央区備後町２丁目２番１号 335 1.56

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海１丁目８番11号 273 1.27

計 ― 7,308 34.11
 

(注) 上記のほか、自己株式が3,090千株（所有株式割合14.42%)あります。
　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成26年11月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

普通株式
3,090,900

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

18,324,900
183,249 ―

単元未満株式
普通株式

9,748
― ―

発行済株式総数 21,425,548 ― ―

総株主の議決権 ― 183,249 ―
 

(注)　１　単元未満株式には当社所有の自己株式42株が含まれております。

　２　「完全議決権株式(その他)」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が、500株(議決権5個)含まれており

ます。
　

② 【自己株式等】

平成26年11月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
前澤工業株式会社

東京都中央区新川
１丁目５番17号

3,090,900 ― 3,090,900 14.42

計 ― 3,090,900 ― 3,090,900 14.42
 

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成26年９月１日から平成

26年11月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成26年６月１日から平成26年11月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、ＳＫ東京監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成26年５月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成26年11月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 9,443 5,499

  受取手形及び売掛金 ※１,※２  6,506 ※２  7,003

  電子記録債権 ※２  800 ※２  760

  商品及び製品 1,931 2,031

  仕掛品 1,607 2,427

  原材料及び貯蔵品 1,065 1,211

  繰延税金資産 8 33

  その他 ※３  769 1,112

  貸倒引当金 △1 △1

  流動資産合計 22,130 20,077

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 2,193 2,211

   機械装置及び運搬具（純額） 1,006 1,260

   工具、器具及び備品（純額） 440 442

   土地 3,629 3,613

   有形固定資産合計 7,268 7,528

  無形固定資産 300 239

  投資その他の資産   

   その他 2,467 2,685

   貸倒引当金 △34 △35

   投資その他の資産合計 2,432 2,649

  固定資産合計 10,001 10,417

 資産合計 32,132 30,494
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成26年５月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成26年11月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 7,656 5,050

  1年内償還予定の社債 310 310

  1年内返済予定の長期借入金 233 233

  リース債務 282 389

  未払金 487 450

  未払賞与 210 216

  未払法人税等 105 33

  前受金 1,114 2,729

  工事損失引当金 91 57

  完成工事補償引当金 － 22

  その他 336 602

  流動負債合計 10,827 10,097

 固定負債   

  社債 846 691

  長期借入金 3,699 3,583

  退職給付に係る負債 1,230 1,235

  長期未払金 16 15

  リース債務 144 301

  繰延税金負債 183 261

  固定負債合計 6,120 6,087

 負債合計 16,947 16,185

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 5,233 5,233

  資本剰余金 4,794 4,794

  利益剰余金 5,904 4,876

  自己株式 △1,007 △1,007

  株主資本合計 14,925 13,897

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 259 411

  その他の包括利益累計額合計 259 411

 純資産合計 15,184 14,308

負債純資産合計 32,132 30,494
 

 

 

EDINET提出書類

前澤工業株式会社(E01672)

四半期報告書

10/20



(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年６月１日
　至 平成25年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年６月１日
　至 平成26年11月30日)

売上高 8,270 9,616

売上原価 6,883 7,994

売上総利益 1,386 1,622

販売費及び一般管理費 ※１  2,482 ※１  2,460

営業損失（△） △1,095 △838

営業外収益   

 受取利息 1 1

 受取配当金 28 31

 その他 5 5

 営業外収益合計 35 38

営業外費用   

 支払利息 48 42

 支払手数料 12 9

 その他 3 2

 営業外費用合計 64 53

経常損失（△） △1,125 △853

特別利益   

 固定資産売却益 0 －

 特別利益合計 0 －

特別損失   

 固定資産売却損 － 1

 固定資産除却損 11 25

 特別損失合計 11 26

税金等調整前四半期純損失（△） △1,136 △880

法人税、住民税及び事業税 16 15

法人税等調整額 △33 △22

法人税等合計 △17 △7

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △1,118 △872

四半期純損失（△） △1,118 △872
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年６月１日
　至 平成25年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年６月１日
　至 平成26年11月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △1,118 △872

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 53 152

 その他の包括利益合計 53 152

四半期包括利益 △1,065 △720

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △1,065 △720

 少数株主に係る四半期包括利益 － －
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年６月１日
　至 平成25年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年６月１日
　至 平成26年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純損失（△） △1,136 △880

 減価償却費 272 299

 引当金の増減額（△は減少） △45 △10

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － △96

 受取利息及び受取配当金 △30 △32

 支払利息 48 42

 支払手数料 11 8

 為替差損益（△は益） △0 △0

 固定資産売却損益（△は益） △0 1

 固定資産除却損 11 25

 売上債権の増減額（△は増加） 1,152 △232

 たな卸資産の増減額（△は増加） △1,415 △1,066

 仕入債務の増減額（△は減少） △4,423 △2,669

 前受金の増減額（△は減少） 689 1,616

 未払消費税等の増減額（△は減少） △241 0

 未払賞与の増減額（△は減少） △295 6

 その他の流動資産の増減額（△は増加） △136 △503

 その他の流動負債の増減額（△は減少） △424 252

 その他 △5 10

 小計 △5,968 △3,229

 利息及び配当金の受取額 30 32

 利息の支払額 △55 △39

 法人税等の支払額 △159 △192

 法人税等の還付額 55 74

 営業活動によるキャッシュ・フロー △6,098 △3,353

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △157 △121

 有形固定資産の除却による支出 △1 △10

 有形固定資産の売却による収入 175 16

 有形固定資産の売却に伴う支出 － △0

 無形固定資産の取得による支出 △5 △7

 貸付金の回収による収入 2 2

 その他 6 △0

 投資活動によるキャッシュ・フロー 20 △121
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           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年６月１日
　至 平成25年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年６月１日
　至 平成26年11月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入れによる収入 100 300

 短期借入金の返済による支出 △100 △300

 長期借入れによる収入 2,600 －

 長期借入金の返済による支出 △2,500 △116

 社債の償還による支出 △127 △155

 支払手数料の支払額 △46 △2

 リース債務の返済による支出 △294 △140

 自己株式の増減額（△は増加） △0 △0

 配当金の支払額 △72 △54

 財務活動によるキャッシュ・フロー △440 △468

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △6,517 △3,943

現金及び現金同等物の期首残高 9,999 9,257

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  3,481 ※  5,313
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【注記事項】

（会計方針の変更）

(退職給付に関する会計基準等の適用)

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）及

び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成24年５月17日。以下「退職給付適用

指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて第１四

半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の算定方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を期間

定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期間に近似した年数に基

づく割引率から退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法

へ変更しております。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四半期連

結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減しておりま

す。

この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が101百万円、繰延税金資産が1百万円増加し、利

益剰余金が100百万円減少しております。なお、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半

期純利益への影響は軽微であります。

 
(四半期連結貸借対照表関係)

※１ 手形債権流動化による譲渡高は以下のとおりであります。

 
前連結会計年度

(平成26年５月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成26年11月30日)

手形債権流動化による譲渡高 1,190百万円 －百万円
 

 

※２ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理しておりま

す。

なお、当第２四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

を満期日に決済が行われたものとして処理しております。

 
前連結会計年度

(平成26年５月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成26年11月30日)

受取手形 151百万円 79百万円

電子記録債権 0百万円 0百万円
 

 

※３ 流動資産のその他（未収入金）に含まれている手形債権流動化による受取手形譲渡代金は以下のとおりでありま

す。

 

 
前連結会計年度

(平成26年５月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成26年11月30日)

流動資産のその他（未収入金）に含まれてい
る手形債権流動化による受取手形譲渡代金

223百万円 －百万円
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年６月１日
至 平成25年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年６月１日
至 平成26年11月30日)

従業員給与手当 883百万円 865百万円

退職給付費用 67 〃 41 〃
 

 

 ２ 前第２四半期連結累計期間(自　平成25年６月１日　至　平成25年11月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自　

平成26年６月１日　至　平成26年11月30日)

当社グループの売上高及び営業費用は、通常の営業形態として、第４四半期連結会計期間に納入する製品、完成

する工事あるいは進捗度合が増す工事の割合が大きいため、第４四半期連結会計期間の売上高及び営業費用と他の

四半期連結会計期間の売上高及び営業費用の間に著しい相違があり、業績に季節的変動があります。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

 

前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年６月１日
至 平成25年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年６月１日
至 平成26年11月30日)

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成25年11月30日現在）

現金及び預金 3,668百万円

預入期間が３か月超の定期預金 △186 〃

現金及び現金同等物 3,481百万円
 

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成26年11月30日現在）

現金及び預金 5,499百万円

預入期間が３か月超の定期預金 △186 〃

現金及び現金同等物 5,313百万円
 

 

 

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成25年６月１日 至 平成25年11月30日)

 配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年８月29日
定時株主総会

普通株式 73 4.00 平成25年５月31日 平成25年８月30日 利益剰余金
 

 

　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日

が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年１月10日
取締役会

普通株式 55 3.00 平成25年11月30日 平成26年２月14日 利益剰余金
 

　

当第２四半期連結累計期間(自 平成26年６月１日 至 平成26年11月30日)

 配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年８月28日
定時株主総会

普通株式 55 3.00 平成26年５月31日 平成26年８月29日 利益剰余金
 

 

　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日

が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年１月13日
取締役会

普通株式 55 3.00 平成26年11月30日 平成27年２月13日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

   前第２四半期連結累計期間(自 平成25年６月１日 至 平成25年11月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：百万円)

 

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損
益計算書計上
額（注）２環境事業

バルブ
事業

メンテナ
ンス事業

計

売上高       

  外部顧客への売上高 3,231 3,849 1,189 8,270 － 8,270

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

12 115 10 138 △138 －

計 3,244 3,965 1,199 8,409 △138 8,270

セグメント損失（△） △707 △127 △254 △1,089 △6 △1,095
 

(注) １ セグメント損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２ セグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

 

   当第２四半期連結累計期間(自 平成26年６月１日 至 平成26年11月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：百万円)

 

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損
益計算書計上
額（注）２環境事業

バルブ
事業

メンテナ
ンス事業

計

売上高       

  外部顧客への売上高 4,019 3,971 1,625 9,616 － 9,616

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

24 223 16 265 △265 －

計 4,044 4,195 1,642 9,882 △265 9,616

セグメント損失（△） △568 △103 △156 △828 △10 △838
 

(注) １ セグメント損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２ セグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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(金融商品関係)

当第２四半期連結会計期間末（平成26年11月30日）

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額と時価との差額及び前連結会計年度に係る連結貸借対照表計上額と時

価との差額に重要性が乏しいため、記載を省略しております。

 

 

(有価証券関係)

当第２四半期連結会計期間末（平成26年11月30日）

前連結会計年度の末日に比べて著しい変動がないため、記載を省略しております。

 

 

(デリバティブ取引関係)

当第２四半期連結会計期間末（平成26年11月30日）

当社グループは、金利スワップ取引を利用しておりますが、特例処理の要件を満たしている金利スワップ取引

のみであるため、記載を省略しております。

 

(１株当たり情報)

 １株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年６月１日
　至　平成25年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年６月１日
　至　平成26年11月30日)

１株当たり四半期純損失金額（△）(円) △61.01 △47.60

四半期連結損益計算書上の
四半期純損失（△）(百万円)

△1,118 △872

普通株式に係る四半期純損失（△）(百万円) △1,118 △872

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式の期中平均株式数(千株) 18,335 18,334
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失が計上されており、また、潜在

株式がないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

第69期（平成26年６月１日から平成27年５月31日まで）中間配当について、平成27年１月13日開催の取締役会にお

いて、平成26年11月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額                              　 55百万円

②　１株当たりの金額      　                      3円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日  平成27年２月13日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年１月８日

前澤工業株式会社

取締役会  御中

 

ＳＫ東京監査法人
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   江   部   安   弘   印

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   川   田 　圭 　介   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている前澤工業株式会

社の平成26年６月１日から平成27年５月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成26年９月１日から平成

26年11月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成26年６月１日から平成26年11月30日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、前澤工業株式会社及び連結子会社の平成26年11月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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